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【動機】

上肢不自由者はキーボードなどの手を使って操作する入力デバイスを操作することが難しく、PC
を使った業務ができない。そこで、本研究は上肢不自由者が上肢を使わずにPCを自由に快適に使
用できる環境の実現を目指した。

【方法】

手を使わない入力デバイスに視線入力や音声入力があるが、入力速度が遅く、会話中に併用でき
ないなどの問題があった。そのため、大きな動作を素早く行える大腿を利用して、コミュニケー
ションをとりながらでも高速で精度よく文字を入力できるデバイスの開発を目指した。

【結果】

本デバイスの入力速度と入力精度を測定したところ、回数を経るごとにWPMは上昇し，精度は一
定の入力精度まですぐに上げることが可能であった。一方で、練習なしでは業務を行うには入力
速度と入力精度が不十分であるという課題があった。

【まとめ】

使用者によって入力速度に個人差があったが、入力精度はあまり個人差がなかったことが分かっ
た。また、本デバイスで文字を入力する練習を行うことで、上肢不自由者でもPCを使用した業務
を行える可能性があることが分かった。

【展望】

本デバイスは練習を重ねることで上肢不自由者でもPC実務に耐えうる入力速度の確保が可能にな
った。さらに、上肢不自由者だけでなく健常者が補助デバイスとして利用することも想定してい
る。
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